
山田特別支援学校 不審者対応マニュアル 

           高知県立山田特別支援学校 

                    令和５年４月３日改定 

関係者以外の立ち入り 

                ・声をかける 

                  ・名札等のない訪問者は事務室に案内し 

「来校者証」を着用してもらう 

不審者であると判断     

 

            

 

 

              近くの教職員を呼ぶ             

 

※ 必ず複数対応すること  

 

危害を加える恐れあり     危害を加える恐れなし       退去を求める 

 

         ＊１～⓹について状況によりほぼ同時に進める 

  ① 教職員への緊急連絡を放送する 

「かくれんぼのため今すぐ隠れてください。」 

「鬼さんは（例.グラウンド 食堂 多目的室 寄宿舎等 ）に集合!」 

 

  ②複数対応で、さすまた、いす、箒、傘、消火器等を使って暴力阻止、移動阻止 

（鍵をかける、防火扉を閉める等して中に入れない、校舎外に追い込む） 

※不審者とは十分距離を取る。 

 

③非常通報装置の作動とともに、警察（１１０）への通報 

（携帯も使う）※通報できる人がする 

＊対策本部を置き、本部を中心に避難指示を放送にて行う 

 

④避難誘導開始（教職員）※状況により教室に鍵をかけて隠れる、防火扉を閉める、勝手口 

に鍵をかける等、判断して児童生徒、教職員を守る。 

 

⑤救急車（１１９）への通報ともに負傷者（応急手当）対応※児童生徒対応以外の教職員全 

 

⑥警察による保護・逮捕 

 

⑦警察による保護・逮捕後、点呼→安否確認（※自衛防災組織参照） 

 

⑧情報の整理と警察への提供、保護者への説明、心のケア、再発防止対策 

（管理職中心） 

 

・管理職に連絡する 

・全校放送をかける（できる者がする） 

・「校長先生とかくれんぼです。鬼さん

は〇〇〇（不審者の居場所）スタートで

す。皆さんは今すぐ隠れてください。」

（３回以上繰り返す） 



日常の留意事項 

（１） 校門及び校舎入口の管理 

   通常授業日の校門管理は、以下を基本とする。校長は、各学級担任を通じ、これを児童・生徒及び 

保護者に周知するとともに、登下校時間の遵守を児童・生徒に徹底させる。 

（２）来校者の管理 

 校長は、全教職員への指示・周知を通じて、下記の来校者対策を徹底し、不審者侵入に万全の

対策を取るよう努める。  

＊来校者向けに、校庭門及び正門に「来校者の方は正門横通用口から事務室受付へおいでください」

の案内を掲示する。  

＊各校舎の昇降口に事務室で受付を行い、来校者証を着用するよう案内表示をする。 

＊来校者に対し必ず事務室に行くよう声をかけ、「来校者証」を着用してもらうことの徹底をはか

る 

＊職員朝礼や伝達事項で来校予定者の周知徹底をはかる 

＊工事関係者等は業者ネーム入りの作業着や腕章、名札を付ける（名札紐の色は教職員と別が望ま

しい） 

＊大勢の来校者がある行事では、特に教職員全員が意識をもち注意を払う 

＊校内見学者は必ず教職員が同行する 

＊日常使用していない出入り口や窓などは施錠する 

＊校内の巡回を行い、施設不備のチェックをする 

 

緊急時の留意事項 
＊校舎外には必ず携帯電話や笛を持参し、緊急時の連絡方法とする 

＊必ず複数で対応する 

＊不審者と２メートル以上間隔を開け、不用意に近づき過ぎない 

＊不審者対応者は、防御できる物（鞄に厚めの本を入れるなど）を所持する 

＊身の危険を感じたらまずその場から逃げ、校内にある物（消火器、傘、箒等先のとがったもの等）

で対応する 

＊救急車等で病院に傷病者を搬送する場合は、傷病者一人につき、付き添いの教職員が必ず一人は同

行し、学校と連絡を密にとる（傷病者だけで救急車に乗せない） 

時間 児童・教職員 来校者・ 

保護者 

登校時間 

８時 35 分～8 時４０分 

 児童は南の正門から登校する。 

 施錠担当守衛が、校庭門 7 時 10 分に開場し、施錠担当

事務職員が９時 00 分に施錠する。 

 児童は遅刻した場合、門横の通用口から登校する。 

校門が閉ま

っている時

間帯は常に

門横の通用

口を使って

出入りする。 

授業中  児童・教職員ともに門横の通用口を使って出入りする。

門を開けたら必ず閉める。 

 昇降口以外の使用頻度の低い出入口は施錠する。 

下校時間及び下校時間後 

＊曜日・学年により時間帯は異なる 

 施錠担当教職員が、校庭門を下校時間開始時刻に解錠

し、教職員退庁時間終了時 18 時 30 分に施錠する。 


